
令和 6 年度目標設定シート

部目標

所属

経営管理室

上水道課

上水道課
(薪浄水場)

下水道課

単位 目標値

基幹管路の耐震化率 ％ 52.0
水道ビジョンに掲げる計画目標の到
達を目指す。

配水池耐震施設率 ％ 55.5
調査結果に基づき耐震性能を有する施設
改修率向上を目指す。

上水道課
水道施設維持管理事
業

水道施設の耐震化を進め、災害時でも安定して給
水できる強い水道を構築。ポンプや電気設備の更
新時における省エネルギー、高効率機器の導入を
推進

・大住高区配水池耐震補強詳細設計
・普賢寺浄水場外壁塗装工事

指標設定の考え方

上水道課 老朽水道管更新事業
地震時の応急復旧期間を短縮するため、基幹管路
(導水管、送水管、配水本管)を中心に更新などを
推進、耐震性を強化

・布設年度の古い老朽水道管の更新に併せ、基幹管
路を中心に水道管の耐震性を強化
・令和６年度末の基幹管路の耐震化率５２％を目指
し整備

上下水道部

〇上水道事業
　市民の衛生的かつ快適なくらしを支えるため、安心して飲める水を将来にわたって途切れなく送りつづける。
〇下水道事業
　公共下水道や農業集落排水施設の整備により市民の生活環境の向上と公共用水域の水質保全を図る。

目標

〇上水道事業
　市民の衛生的かつ快適なくらしを支えるため、安心して飲める水を将来にわたって途切れなく送りつづける。
〇下水道事業
　公共下水道や農業集落排水施設の整備により市民の生活環境の向上と公共用水域の水質保全を図る。

〇上水道事業
　市民の衛生的かつ快適なくらしを支えるため、安心して飲める水を将来にわたって途切れなく送りつづける。

〇上水道事業
　市民の衛生的かつ快適なくらしを支えるため、安心して飲める水を将来にわたって途切れなく送りつづける。
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〇下水道事業
　公共下水道や農業集落排水施設の整備により市民の生活環境の向上と公共用水域の水質保全を図る。

指標



単位 目標値
指標設定の考え方所属名 事業名 事業概要 今年度の目標 指標

水源余裕率 ％ 13.1
水道ビジョンに基づき、適正な揚水
量確保を目指す。

未整備地区設計 箇所 1
未整備地区の整備に伴う設計図書を
作成する。

施設の点検回数
（年）

回 12
ポンプ施設及び農集処理場の点検を
月1回実施する。

口座振替収納率 ％ 99.6
主に新規給水申込者を対象に口座振
替収納率の向上を目指し、現状の水
準を維持する。

口座払い率 ％ 83.0
主に新規給水申込者を対象に口座払
い率（口座振替利用者の割合）を向
上させ、現状の水準を維持する。

経費回収率（公共下
水道事業）

％ 100.0 経費回収率100%以上を目指す。

経営管理室
下水道使用料適正化
事業

料金算定期間(４年間)での収支均衡を図り、下水
道使用料を適正化

・上下水道事業経営戦略中間改定の準備
・次期料金算定期間に向けた準備

経営管理室 料金収納率向上事務
口座振替の推進、効率的な未納料金の回収による
収納率向上

・口座振替の推進
・効率的な未納料金の回収による収納率向上

下水道課
下水道施設のストッ
クマネジメント事業

下水道施設の老朽化対策を進め、施設の長寿命化
を図るとともに、耐震性を強化

・施設の長寿命化を含むストックマネジメントの実
施に伴う管路施設の点検・調査
・ポンプ施設及び農集処理場の点検管理

下水道課 公共下水道整備事業
排水区域の拡大など、下水道の事業計画に基づく
整備の計画的実施

・未整備地区の設計

上水道課 上水道安定供給事業
水源計画の見直し。身近で良質な自己水源につい
て、非常時を含めた供給安定性を踏まえ、定期的
な改修や新たな取水井を整備

・田辺第２取水井改修工事
・田辺地区本設井戸掘削及び機電設備整備工事


